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自己紹介 

略歴 

◆学生時代は筋トレと会計の勉強に励む!! 

◆大手商用ＥＲＰの導入・開発に4年ほど携
わる（主に会計系）。 

 

 

 

◆OSS-ERP Compiereの導入・開発に3年
半ほど携わる。 

◆現在は、株式会社オープンソース・ビジネ
スアプリケーションズで業務アプリケーション
エンジニアとして活躍中!! 

・・・・・・ 

この間には色々ある。 
「オープンソースのＥＲＰと、千葉ニュータ
ウンが発展すれば良いなと思っています。
よろしくお願い致します。」 

一言 

印西市のゆるキャラ 

インザイ君⇒ 

天国 

転職 

結婚 モテ期 

!? 長女 

誕生 

挫折 苦悩 

約6年 

OSS－ERP歴 

約４年半 

名前  萩原 秀明 

はぎわら ひであき 

年齢  38歳（2児の父） 

住所   
千葉県印西市 

（千葉ニュータウン）在住 

URL   compiere-distribution-lab 
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ADempiereとは 
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無料で使用できるオープンソースのERP  [GPL(General Public License)] 

業務アプリケーションの開発基盤 

オープンソースとして世界中の人々が開発に参加するのは、有用性がありシステムアーキテクチャが優れ
ている証拠。足りない機能があっても開発し易いシステムアーキテクチャになっているので比較的容易に
開発できる。  (開発言語：Java ／ DB:Oracle、PostgreSQL) 

購買管理、在庫管理、販売管理、生産管理、会計管理、顧客管理など、 

一連の業務機能が既に実装されている、無料で使用できるオープンソースのERP。 

世界中で使用されておりグローバル対応されている、無料で使用できるオープンソースのERP。 

中小企業・大企業の子会社などを主なターゲットとした、無料で使用できるオープンソースのERP。 

Compiere ⇒ ADempiere ⇒ iDempiere（OSGi + ADempiere）と発展している無料で使用できるオープン
ソースのERP。 

クラウド環境でも利用できる、無料で使用できるオープンソースのERP。 

1企業で導入できるのはもちろん、グループ企業（複数企業）にも導入できる、無料で使用できるオープン
ソースのERP。 
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業務機能概要（ADempiere） 

購買管理 販売管理 

購買依頼管理 [Requisition] 

在庫管理 

会計管理（財務会計＆管理会計） 

顧客管理(CRM) 

人事給与管理 

その他の業務機能 

発注管理 [Purchase Order] 

入荷管理 [Material Receipt] 

発注照合[Matched Order] 

仕入請求管理 [AP Invoice] 

請求照合[Matched Invoice] 

支払管理 [Outgoings Payment] 

債務消込管理 [Allocation] 

見積管理 [Quote] 

受注管理 [Sales Order] 

出荷納品管理 [Shipment] 

売上請求管理 [AR Invoice] 

入金管理 [Income Payment] 

債権消込管理 [Allocation] 

棚卸 [Physical Inventory] 

在庫評価 [Inventory Valuation] 

在庫移動 [Inventory Move] 

在庫補充 [Inventory Replenish] 

社内使用在庫 [Internal Use] 

セット品作成/分解 [Production] 

出納帳管理 [Bank Statement] 現金出納帳 [Cash Book] 

財務レポート [Financial Report] 

一般仕訳 [GL Journal] 

固定資産会計 

資産登録 資産移動 

減価焼却 資産評価 

資産分割 資産除却 

配賦 [GL Distribution] 

ダッシュボード [Dashboard ] 

多次元分析レポート  

人事情報管理 [Human Resource ] 

給与管理 [Payroll] 生産管理 

生産計画 [Product Planning] 

生産管理 [Production Management] 

品質管理 [Quality Management] 

リクエスト管理 [Request ] 

与信管理 [Credit] 

取引先管理 [Business Partner ] 

キャンペーン [Marketing Campaign] 

督促 [Dunning] 

リソース管理 [Resource Management ] 

プロジェクト管理 [Project Management] 

ワークフロー [Workflows] 

Web-Store [Web-Store] 

・・・ 

POS 

組織／取引組織／取引先／製品／販売地域／ 

キャンペーン／プロジェクト／予算実績比較 など 

・貸借対照表(BS) 

・損益計算書(PL) 

・キャッシュフロー計算書(CF) 



特徴的な機能：単体企業にもグループ企業(複数企業)にも導入可能 
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DB 

クライアントB クライアントA クライアントC 

組織A 組織B 組織C 

取引組織A 

クライアント[Client)]  = 会社 or  企業グループ 

1つのDB上に複数のクライアントを作成する事ができる。 

  (マルチクライアント）。 

クライアント間ではマスタの共有やトランザクションデータの参照は
基本的にできない。（クライアント間の独立性が高い）   

組織 [Organization] = 部署 （事業部） or   会社 

グループ化された階層化構造を複数作成できる。 

組織間でマスタを共有できる。 

組織間取引ができる。 
カウンター伝票 
   ⇒（例）社内取引で組織Aで発注伝票を起票すると組織Bで対応する受注伝

票が作成される。 

本支店会計の仕訳も起票する事ができる。 

取引組織 [Transaction Organization] = 部署（事業部） 

クライアントを1つの企業グループと見立て、組織を1つの会社と定
義した場合、取引組織を使用して社内のセグメントデータを管理す
る事ができる。 

取引組織B 取引組織C 

※取引組織の使用は任意。 

  1企業で導入できるのはもちろん、グループ企業（複数企業）にも導入できるよう
設計されている。グループ内の子会社だけでなく、フランチャイズ企業や販売会
社の管理にも活用できる。 



特徴的な機能：グローバル対応 
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多言語対応（マルチ言語） 

外貨対応（多通貨対応） 

日本語 

ログイン時に 

言語選択。 

世界中の通貨が登録済み。レート登録を行えば、すぐに外貨取引が行える。 

複数のレート登録が可能（標準機能でスポットレート/平均レート/期末レート／会社レートが用意されている）。 

仕訳データには会計通貨（機能通貨）／取引通貨の2種類の通貨情報を保持。 

      ※会計通貨（機能通貨）は会計基準毎に設定が可能。 

 XML形式の翻訳ファイルがあれば、色々な言語でUIを表示する事ができる。 

 システム上で翻訳作業を行う事もできる。 

英語 



特徴的な機能：会計 
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品目別消費税設定 

取引地域別消費税設定 

国税/地方税別仕訳設定 

組織 
[AD_Org_ID] 

取引組織 
[AD_OrgTrx_ID] 

品目 
[M_Product_ID] 

取引先 
[C_Bpartner_ID] 

販売地域 
[C_SalesRegion_ID] 

プロジェクト 
[C_Project_ID] 

キャンペーン 
[C_Campaign_ID] 

ユーザー 

定義1 

ユーザー 

定義2 
アクテイビティ 
[C_Activity_ID] 

  ADempiereの消費税処理は、世界中の消費税に類似する税金(付加価値税や営業税など）も考慮して設計されて
おり、柔軟性が高い。 

複数の会計基準への対応（複数の会計帳簿を作成できる） 

多次元分析レポート 

柔軟性のある消費税処理 

  ADempiereでは管理会計の分析軸として、あらかじめ下記のような分析軸が設定できるようになっており、さらに必要に応じて、ユーザー定義として分
析軸をカスタマイズで追加する事ができる。 

日本の現状の会計帳簿 

1つの会計帳簿が3つの
役割を担っている。 

財務会計用帳簿 

 ＋税会計用帳簿 

 ＋管理会計用帳簿 

海外（米国）の会計帳簿 

役割に応じて、会計帳簿が別れている。 

財務会計用帳簿 

税会計用帳簿 

管理会計用帳簿 

国際会計基準用の会計帳簿 

大企業グループでは、
日本国内の財務会計基
準の帳簿に加え、国際
会計基準の会計帳簿も
必要になってくる。 

＋ 

伝票明細単位での消費税計算 ←→伝票単位での消費税計算 

営業税として費用処理   

          など… 



特徴的な機能：内部統制機能 
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権限管理 

ログ管理 

ADempiereの権限は“職責[Role]”で管理され、職責をユーザーに割り当てる仕組みになっている。職責には業務
メニューやデータのアクセスが許可される“組織[Organization]”などを設定するようになっている。 

※“職責(Role) + ユーザー”をキーとしてアクセスできる組織を制御する事もできる。 

“変更履歴”を記録するかどうかは職責やテーブル毎に制御できる。 

＋ 
全てのレコードのデータ登録者/最新更新者 

ログイン 

（セッション）履歴 

 常にログ管理の対象 

プロセス履歴 

（実行パラメータ／ログ） 

変更履歴 

職責 

テーブル 

変更ログ   

変更ログ   

経理部 

営業部長 

経理部員 

総務部員 

営業部 

＋ 

テーブルアクセス権限設定 

カラムアクセス権限設定 

レコードアクセス権限設定 

 必要に応じて設定 

○ 

○ ○ 

× 

× × 

職責 組織 

営業部長の業務メニュー 

経理部員の業務メニュー 

総務部員の業務メニュー 

営業部長の 

Ａさん 

ユーザー 

(例） 



特徴的な機能：データのエクスポートとインポート 
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データのエクスポート 

 一覧レポートより下記のファイル形式でエクスポートする事ができる。 

エクスポート 

Postscript XML PDF HTML 

タブ区切り セミコロン区切り csvカンマ区切り xls 

一覧レポート 

データのインポート 

製品マスタ／取引先マスタ／勘定科目／在庫データ／注文書／請求書／仕訳データ／支払データなどのデータインポートツールが用

意され、カスタマイズ可能。 

インポート 

Ｅｎｇｉｎｅ 
データ 

インポート 

インポート定義 

テーブル カラム 



特徴的な機能：Web Service 
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Web Service 

DB 

※WebサーバはTomcatが
iDempiereにはバンドルさ
れている。 

 Web Service 

Engine 

Responder Requester 

レスポンス 

リクエスト 

 Webサービス（ウェブサービス）とは、HTTPなどのインターネット関連技術を応用して、SOAPと呼ばれるXML形式の
プロトコルを用いメッセージの送受信を行う技術、またはそれを適用したサービス。[Wikipediaより] 

 Web サーバ 



特徴的な機能：GUIその① (2種類あるGUI) 
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Swing-UI 

Web-UI OSS-ERPをWebアプリケーションとして使えるように作られたUI。 

クライアントサーバー型のGUIで、 

JavaのSwingコンポーネントで作られている。 



特徴的な機能：GUIその② (表示の切り替えとタブ構成) 
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タブ(Tab)形式のGUI 

単票表示とグリット表示の切り替え 

単票表示 

標準画面は複数のタブにより構成されており、タブ間には親
子関係がある。 

（例） 

受注伝票（ヘッダ情報） 

受注伝票明細（明細情報） 

消費税（消費税情報） 

親 

子 

子 

※1つのタブが1つのテーブルに対応している。 

グリッド表示 
1レコードを見やすく（編集しやすく）表示する。 複数レコードをエクセルのように表示する。 

切り替えて表示 

単票表示とグリッド表示の切り替えに加えて、下記のアイコンを活
用する事により、探しているデータをすぐに見つける事ができる。 

キーワード検索 履歴（時間）検索 表示レコード移動 



 フォーム Engine 

開発手法：ＧＵＩ （ウィンドウとフォーム） 
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ウインドウ定義 

              

タブ定義 

フィールド定義 

フィールド定義 

テーブル＆ 

カラム情報 

クラス（Swing-UI用） 

バリデーションチェック 

“コールアウト”と呼ばれるプログラ
ムにより入力値やフィールド間の整
合性をチェックする事ができる。 

クラス（Web-UI用） 

 定型画面（ウインドウ）ではなく自由に画面を作成したい場合に、ADempiereでは、フォームという概念が用意されており、作成した画面を簡単に組み込む事ができ

るようになっている。 

ウィンドウ(Window)  ⇒ 定型画面（標準画面） 

フォーム(Form)  ⇒ 非定型画面 

＋ 

アプリケーション辞書 ウィンドウEngine 

コールアウト(Call Out) 

 Engine 

アプリケーション辞書の各種定義を
読み込み、ウィンドウEngineにより
自動でウィンドウ（定型画面）を作
成する事ができる。 

 ウィンドウ(Window)はADempiereが自動作成する定型の画面で、アプリケーション辞書に格納されているテーブルとカラムの情報を基礎とし、ウィドウ定義で

ウィンドウを構成するタブの数や表示項目、表示順序などを設定する事により、ウィンドウエンジンが自働作成する。 

 ADempiereではデータの登録/更新/削除はウィンドウを作成するだけでノンプログラミングで行える。 

Window 例 

Form 例 



データの登録・更新・削除時のビジネスロジックの実装 

開発手法：ビジネスロジックの実装 
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 ADempiereでは、データを登録・更新・削除した時に独自のビジネスロジックを実行する事ができる。 

 伝票(Document)として使用する場合には、伝票ステータス更新プロセス毎にビジネスロジックを実行する事ができる。 

モデルクラス  

ADempiereではバッチ処理の事をプロセスとよび、メニューツリー上歯車のアイコンで表示される。 

ADempiereでは自作のバッチ処理をプロセスとして簡単にメニューに組み込む事ができる。 

1つのテーブルに対して、1組のモデルクラス

が作成され、そのテーブルに対するデータ処

理（登録、更新、削除）の責任を負う。 

・beforSave() 

・afterSave() 

・beforDelete() 

・afterDelete() 

・・・ 

プロセス（バッチ処理）としてのビジネスロジックの実装 

プロセス Engine 

クラス 

アプリケーション辞書 

実行条件入力画面定義 

フィールド定義 

フィールド定義 

＋ 

プロセス実行条件 

入力画面例 

データ処理ロジックを記述 



レポート Engine 

クラス 

アプリケーション辞書 

レポート定義 

ビュー定義 

印刷書式定義 

＋ 

Jasper Reportを活用したレポート作成 

財務レポート（Financial Report） [パワーユーザー向けレポート作成ツール]でのレポート作成 

開発手法：レポート 
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管理＆分析のためにデータを一覧表示する“一覧レポート”と予めデザインされた“定型レポート”をノンプログラミングで作成する事が

できる。 

仕訳のデータをもとに財務部・経理部のパワーユーザーがレポートを作成する事ができる簡易レポーティングツール。 

財務諸表としてBS、PL、CFの作成のほか、管理会計用の多次元分析レポートが作成できるレポーティングツール。 

レポートEngine [開発者向けレポート作成ツール] を使用したレポート作成 

一覧レポート 

定型レポート 

ビューの定義だけでは実現でき

ないレポートはその表示ロジッ

クを実装する事もできる。 

デザイン性のあるレポート。得意先に送付
するような、納品書や請求書に使用する。
会社のロゴなども添付表示できる。 

業務担当者が、データを確認するために
使用するレポート。エクセルのようにデー
タが行と列で表示され、集計等も行える。 

（例）定型レポート 

（例）一覧レポート 



開発手法：業務アプリケーションの開発基盤として 

 ADempiereは業務アプリケーションの開発基盤として、コーディングはビジネスロジック部分に集中して行えば良いシステムアーキ

テクチャになっている。GUIの作成やデータの登録/変更/削除のＤＢ更新処理などビジネスロジックとは直接的には関係のない処理

はADempiereの各種エンジンプログラムがアプリケーション辞書の情報をもとに処理してくれるようになっている。 

ＤＢ 

ビジネスロジック
を中心に開発 

 DBへのデータの登録/更新/削除の処理は、 

PO(Persistent Object)クラスが担うように
なっている。 

 ひとつのテーブルには対応するひと組の
モデルクラスが作成され、そのモデルクラス
はPOクラスを継承して作成される。開発者
はビジネスロジックの中でモデルクラスのイ
ンスタンスを呼び出して必要に応じてsave()

メソッドや、delete()メソッドを記述するだけ
で、DBへのデータの登録/更新/削除が行え
る。 

Window  

Report  

  Process(Batch)  

Windowは自動作成され、GUIとの
データのやり取りはWindow Engine

が処理し、DBへのデータの登録/更
新/削除はPO(Persistent Object)クラ
スが処理してくれる。 

 レポートの作成は基本的にはコーディ
ングする必要はない。 

 ビューだけでは対応できない複雑な表
示ロジックが必要な場合のみ、その表示
ロジック部分をコーディングすれば良い。 

 プロセスの実行条件を入力する画面は
自動作成され、ログも記録＆表示する仕
組みが用意されているので、バッチ処理
のビジネスロジックに集中してコーディン
グすれば良い。 



開発手法：システムアーキテクチャイメージ 
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アプリケーション辞書 

(Application Dictionary) 

データベース 

トランザクションデータ 

＆ マスタデータ 

テーブルとカラムの定義 

ウィンドウ定義 

レポート＆印刷書式定義 

プロセス定義 

エレメント定義 

バリデーション定義 

リスト定義 

 
・・・ 

各種エンジンプログラム 

ウィンドウエンジン 

コールアウトエンジン 

フォームエンジン 

レポート＆プロセスエンジン 

ドキュメントエンジン 

ワークフローエンジン 

 

・・・ 

アプリケーション 

基盤(ベース)プログラム 

ダイナミックORマッピング 

トランザクション処理 

権限＆セキュリティー 

 ・・・ 

プレゼンテーション 

ビジネスロジック 

モデル駆動アーキテクチャ [Model-Driven Architecture(MDA)] 

Window  

Report  

 Process(Batch)  

・・・ 

モデルクラス 

コールアウト 

フォーム 

プロセス 

 



ADempiere活用のポイント（１） 

バージョンアップは気にせず自由にカスタマイズ 

 バージョンアップを意識してシステム導入を行うと、通常はカスタマイズでModification(標準機能のソースコードを修正する事)が行えない（修正する事

自体は可能だが、バージョンアップ時に上書きされて元に戻ってしまう可能性が高い）。Modificationは行わず、ADD-ONプログラムとパラメータ設定だ

けでカスタマイズを行うことは、オープンソースという特徴を活かせていると言えるのか？ 

 会社毎にカスタマイズが必ずといって良いほど必要となる業務アプリケーションにおいて、オープンソースのメリットを最大限に享受する方法は、バー

ジョンアップの事は気にせず、導入時に導入企業の要件に合うようにModificationも含めたカスタマイズを自由に施し、その後はビジネスの変化に応じ

て必要な機能が出てきたら、追加開発してシステムを運用していく方法なのではないか!? 

 この考え方は、オープンソースの業務アプリケーションをスクラッチ開発の基盤（業務アプリケーションの開発基盤）と考えると理解しやすい。スクラッチ

開発するシステムにおいて、バージョンアップされたシステムがどこからか提供されるということは無い。スクラッチ開発したシステムは必要な時に機能

を追加開発し運用していくのが通常だろう。オープンソースの業務アプリケーションをスクラッチ開発の基盤だと考えれば、開発基盤なしにフルスクラッ

チ開発したシステムよりも、低コスト/短納期/低リスクで高機能な業務アプリケーションを作る事ができるのでオープンソースの業務アプリケーションのメ

リットを享受できていると言えるのではないか!! 

 将来的にどのような機能が追加されるかわからないバージョンアップを期待してオープンソースと言えどもライセンス料を支払ったり、バージョンアップを

考慮して、Modificationで簡単に実現できる機能をADD-ONプログラムで開発するのは、正しい判断なのか？バージョンアップを意識してModification

は行わず、その代わりにADD-ONとして開発された機能は皮肉にもバージョンアップ時には動作確認などの工数発生要因にもなってしまう。 

 商用ERPを導入している企業の多くはバージョンアップをサポート期間切れなどのネガティブな理由でしかたなく行っているのが実情である。商用ERP

を使用している企業でさえ本音ではバージョンアップはできれば避けたいと思っているのではないか？そうであれば、なおさらオープンソースの業務ア

プリケーションはバージョンアップは気にせずに自由にカスタマイズを施して運用して行った方が良いのではないか。バージョンアップに関わるコストの

削減にもつながる。 

 バージョンアップは気にせず10年・20年と使い続けて、バージョンアップのメリットがデメリットを上回った時に、その時の最新のバージョンで”再構築

（データ移行＆追加開発した機能の移植 ＋α）”すれば良いくらいの心持ちで良いのではないか。導入企業は使い慣れたシステムの最新版で業務シス

テムを再構築するので、社内に蓄積されている活用ノウハウが活かせ、より良いシステムのバージョンアップになるはずである。 

“オープンソースの業務アプリケーション”という、新しい分野のアプリケーションを上手に活用することが、企業の競争力を高める1つの

方法である。オープンソースの業務アプリケーションを活用できれば、他社と比べて大きなアドバンテージになるはずである!! 



ADempiere活用のポイント（２） 

19 

単純に機能面だけで商用業務アプリケーションとOSSの業務アプリケーションを比
較しない。 

機能面で商用ERPとOSS-ERPを比較する質問を受ける事があるが、既に実装されている標準機能だけで単純

に比較するのであれば有名商用ERPの方が色々な機能が備わっている事だろう。ただ、有名商用ERPの場合

は使用しない機能に対しても多くの金額を支払っていると考える事ができる。OSSの業務アプリケーションは自由

に追加開発できる事が大きなメリット（特長）であり、足りない機能は自分達で開発する事が前提とも言える。特に

ADempiereの場合は、追加開発が非常にしやすくなっている。商用業務アプリケーションとOSSの業務アプリ

ケーションを単純に1つの機能のある／なしで比較するのではなく、比較するのであれば、必要な機能は追加開

発するという前提で、TCO（Total Cost of Ownership ／ Ownership ）の観点から比較すべきである。 

使える所（使える機能）を使う。 

 ADempiereはERPとして非常に多くの機能を有しているが、無理にERPとして全ての機能を使用する必要はな

い。OSSで無料という特性を生かして販売管理システムとして導入したり（請求書を発行し、債権の管理のみ行う

のでもOK）、会計システムとして導入したり、自社で利用できる部分を利用するという方針でも良いと思う。 

困ったときに頼れるサポート体制を構築しておく。 

オープンソースは自己責任とよくセットで語られるが、オープンソースのサポートを提供している会社はいくつも存

在している。困った時に頼れるサポート体制を予め構築しておくのも、業務システムとしては必要な事である。 



文書管理 
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他のオープンソースの業務アプリケーションとの連携を考える。 

ERP BI/DWH CRM 

人事／給与 

BI/Report Tool 

統合ID管理/総合認証 

LISM 

情報共有/ポータル 

 ADempiereだけではなく、他のOSS業務アプリケーションと連携する事で、コストを最小限に抑え

たIT経営の推進が可能!! 

http://jaspersoft.biz/

